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※ 本事業は和歌山大学教育学部 へき地・複式教育実習、小規模校活性化

支援事業を引き継ぎ、拡大発展させたものです。 



  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県内小規模学校における 
現地滞在型教育実習・体験活動 

 和歌山大学教育学部の教育実践による地域活性化支援事業は、全国でも非常にまれな、地域内での滞在型

（主にホームステイ型）教育実習・体験活動です。県内各地の小規模校にご協力いただき、学生の教育実践力

向上に加えて、地域連携の重要性（地域における学校の役割、学校と地域が連携して子どもを育てる意義等）

を学ぶことを目的としています。また、学生の学びに加え、運動会や文化祭支援など、学生が学校教育を通じ

て地域に貢献する活動もおこなっています。 

大自然・伝統と特色ある地域性・個に応じた一人ひとりを大切にした教育。そして人々の温かさ。 

教育の原点・日本の原風景の中で体験し学ぶことの数々は、「人間力」の大きな育成に結びつきます。 

 



 
 
 
 

和歌山大学教育学部では、2002 年より「へき地・複式教育

実習」を実施してきました。この成果を踏まえ、さらに拡充深

化させていくために、2011 年より「小規模校体験活動」

（2014 年より「小規模校活性化支援事業」に名称変更）、

2016 年より「小規模校実習」を実施しています。 

 いずれも大学からの移動に 1 時間半～4 時間を要する県内で

も遠方の小規模校で行われていますが、どの学校でも和歌山大

学の学生を快く受け入れていただいています。 

 「へき地・複式教育実習」、「小規模校活性化支援事業」、「小規模校実習」の期間・対象・目的・活動内容等

は以下の通りです。※２０２０年度の「へき地・複式教育実習」、「小規模校活性化支援事業」は、新型コロナ感染症流行のためやむを得ず中止。 

 

へき地・複式教育実習 

（2002 年から継続中） 

小規模校活性化支援事業 

2011 年より実施 

2014 年名称変更 

小規模校実習 

2016 年度より 

紀南地域にて実施 

主な期間 
2 週間 

（間の土日に地域体験学習） 
3 日～1 週間程度 

２週間 

（間の土日に地域体験学習） 

実施時期 

2 月中旬・下旬 

10 月より事前指導 

3 月に事後指導 

実施期間は統一 

9 月を中心に年中 

（学校からの要望による） 
１１月上〜中旬 

対   象 
主免実習を終えた教育学部 

教員養成課程 3 回生（希望者） 
学部・学年問わず 

教職大学院 

授業実践力向上コース 

コース必修科目「小規模校支援」

と関連づけて実施 

宿泊形態 ホームステイが基本 ホームステイが基本 合宿形態が基本（青少年の家等） 

単位認定 2 単位 教育ボランティアとして 1 単位 2 単位 

募集人数 13 名 26 名 8 名 

2019 年度 

参加者数 
12 名 36 名 6 名 

実施主体 
教育学部教育実習委員会 

教職実践支援室 
地域教育支援室 教職大学院 

主な目的 

・ 複式授業、もしくは少人数学

級での指導の工夫を学ぶ、実

習生授業の実施。 

・ 学校の地域連携の方策、地域

と連携した学習活動やカリキュ

ラムの把握。 

・ 学校周辺地域の体験学習等。 

・ 小規模校の体験活動。 

・ 運動会等の学校行事、学

習活動全般に関する支援。

学校の各種業務支援。 

・ 学生の特技を活かした出前

授業等の実施。特技をもっ

た学生による学校・地域貢

献的活動。 

・原則として、学部の「へき地・複

式教育実習」の目的を踏まえる。 

・小規模校及びその地域の抱え

る教育課題と特性の把握。 

・実習生授業の実施及びその評

価、振り返り等によって小規模校

ならではの特色ある授業を実践

する力量の形成。 

 

地域の教育課題を捉え、地域に根ざし 

地域に貢献する教員をめざす 



※Map ガイド ●へき地複式教育実習と小規模校活性化支援事業 ●小規模校活性化支援事業 

●小規模校実習とリモート理科実験 ●小規模校実習 ●へき地・複式教育実習 

 

 

 

  

・ 和歌山県内で複式学級を有する学校は約

25％に達し、都市部でも少子化・学校統合が進

行しています。少人数の良さを生かした指導方

法、家族のような温かさをもつ学校経営、地域

と密着・連携した特色ある授業カリキュラムな

ど、小規模校ならではの教育に触れることは、

必ず将来の教職に役立ちます。 

・ 反面、少人数での授業では子どもたちの多様

な意見を引き出すことが難しいなど、特有の難

しさもあります。みずからのもつエネルギッシ

ュな若さ、特技を実際の教育現場で発揮してみ

ましょう。見知らぬ地域・異年齢集団での活動

は、人間力の育成につながり、たくましい学生

を育てます。 

  

※ 当実習・活動は希望制であるため、自らの意志

で申し込みが必要です。 

（実習・活動の中には、参加資格が必要なものも

あります） 

※ 受け身ではなく、地方の抱える課題に真に向 

き合う姿勢をもったモチベーションの高い学生 

の参加を望みます。 

※ 各学校には１～3 名程度の受け入れとなります。 

また、学生の特技を活かした活動が予定されている 

場合もあり、申し込みに際しては、自己 PR や指導 

教員による推薦書等が必要となります。 

 

☆ 「へき地・複式教育実習」→ 教育実習の一環とし 

て、対象者に教育サポートシステムを通じて募集が 

通知されます。 

☆ 「小規模校活性化支援事業」→ 教育ボランティア 

の一環として、教育サポートシステムを通じて募集 

が通知されます。 

 

 

2020 年度は新型コロナ感染症の流行に伴い、小規模校実習以外、例年通りの実施ができませんで

したが、2019 年度に受け入れていただいた小規模校、地域の人々、参加学生とのつながりを継続す

ることができました。大学と地域のつながりを大切にし、2021 年度の実施に向けて取り組みます。 

２０１９年度 受入校一覧 MAP 

へき地・複式教育実習・小規模校活性化支援事業 

小規模校実習 

２０２０年度 受入校一覧 MAP 
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